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１． 目的 
平安貴族女性の正装，裳唐衣装束には禁色とい

う制度があった．平安末期の故実書『雅亮装束抄』

[1] では，「青色，赤色の織物の唐衣，地摺りの裳」

が禁色とされており，定説となっている．禁色の

着用が許されることを「色聴（ゆ）るさる」と言

う． 
しかし，『紫式部日記』[2]（以下，『日記』とす

る）には，この規定にそぐわない衣装の様子が記

録される．たとえば，寛弘五(一〇〇八)年十月十六

日の土御門行幸場面である． 

御簾の中を見渡せば，色聴るされたる人々は，

例の青色・赤色の唐衣に地摺りの裳，表着は

おしわたして蘇芳の織物なり．（中略）綾聴る

されぬは，例のおとなおとなしきは，無紋の

青色もしは蘇芳など，みな五重にて，かさね

どもはみな綾なり．（中略）袿は菊の三重五重

にて，織物はせず．若き人は，菊の五重の唐

衣を心々にしたり．（二七五頁） 
「例の青色・赤色の唐衣」（禁色）着用の〈色聴

されたる女房〉と，「無紋の青色」を着用する〈綾

聴るされぬ年配女房〉が登場している．本来なら

ば禁色とされる青色の唐衣を，〈綾ゆるされぬ年配

女房〉は，その生地を「無紋」にすることで着用

している．この「綾聴るされぬ」とされるのはど

のような女房なのか，また，聴るされていない「綾」

とは何なのかは，これまで明確にされていなかっ

た．  
 

２． 方法 
『日記』と同場面を記録するのが『栄花物語』

「はつはな」巻である．しかし，衣装描写は両者 
 

 

で異なり，「無紋の青色」の唐衣を着用した〈綾聴

るされぬ年配女房〉は，『栄花物語』で「無文，平

絹」を着用した〈色聴るされぬ女房〉とされてい

る．この相違を中心に考察点を四つ挙げ検討した． 
⑴ 「綾聴されぬ」は「色聴されぬ」と同義では

なく，別ではないか． 

「色聴るされぬ」女房は，無紋であっても青色

の唐衣を着用することが許されず，「綾聴るされ

ぬ」女房は，「無紋」であれば青色の唐衣を着用す

ることができるということではないか．すなわち，

次の三段階が想定できる． 

「色聴るされたる」女房 

「綾聴るされぬ」女房 
「色聴るされぬ」女房 

⑵ 「無紋」と「平絹」は定説では同義とされて

きたが，別ではないか． 
 「無紋」 には，平絹説と無地説が存在する． 

⑶ 禁色に関わる唐衣の生地は四種になる 

㋐ 二陪織物        
  ㋑ 地紋のある綾（練緯等） 

  ㋒ 地紋のない綾（無紋）  

 ㋓ 平絹（平織りの絹織物） 
 

㋐ ㋑             
 
 

㋒ ㋓       
 

 

 

(図の㋐㋑㋒は『織文図譜』[3]より．㋒右下と㋓は

手製で組織の拡大図とする．) 

⑷ 「綾聴るされぬ」女房は，「おとなおとなしき」

課題番号：DB2937



 

         平安貴族女性の裳唐衣装束 388
 

人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No.28 2018 

と「若き人」で区別される． 
 

３． 結果と考察 
⑴ 〈綾聴るされぬ女房〉は〈色聴るされたる女

房〉と区別されるにも関わらず，禁色の青色の唐

衣を着用している．従って，青色を着用できない

〈色聴るされぬ女房〉とも異なることが分かる．

従来，〈色聴るされたる女房〉と〈色聴るされぬ女

房〉の二段階だった禁制だが，中間に〈綾聴るさ

れぬ女房〉を入れることで三段階とし，「無紋」で

あれば青色が着用できるという部分的な禁色が聴

るされる立場があったと考える． 

⑵ 〈綾聴るされぬ女房〉が青色の唐衣を着用す

るための条件は，生地に紋様を施していないこと

だと考える．『栄花物語』で「無紋」と「平絹」が

併記されており，両者は別物である． 
⑶ ㋐二陪織物，㋑地紋のある綾は禁色のため，

〈色聴るされたる女房〉のみ着用できる．㋒地紋

のない綾（無紋）は，〈綾聴るされぬ女房〉も着用

できる．㋓平絹は，〈色聴るされぬ女房〉でも着用

できる．したがって，「綾聴るされぬ」の「綾」と

は㋐㋑で，〈綾聴るされぬ女房〉はこの二つを聴る

されていない． 

⑷ 〈綾聴るされぬ女房〉は，年齢によって衣装

が分けられていることから，〈綾聴るされぬ若き女

房〉も「無紋」すなわち斜文組織の唐衣を着用し

ていると思われる．たとえ「無紋」でも青色の唐

衣が着用できない代わりに，「菊の五重の唐衣」を

着用している．これは，菊の重ねを用いた，袘(ふ

き)が五枚重ねの唐衣のことで，青色や蘇芳といっ

た晴れの場にふさわしい色使いをしていたと思わ

れる．年齢が高いからと言って誰しもが青色を着

用できるわけではなく，女房の身分や働きが大き

な要因として挙げられる．〈綾聴るされぬ女房〉と

は，中臈のうち小上臈になる女房で，掌侍や命婦

がこれにあたる．『日記』で〈青色の無紋の唐衣〉

を着用した女性たちは，ある種，一日晴のような

扱いであると言っていいと考える． 
 

４．まとめ 
従来，〈色聴るされたる女房〉と〈色聴るされぬ

女房〉の二段階だった禁制だが，間に〈綾聴るさ

れぬ女房〉を入れることで三段階とし，「無紋」で

あれば青色が着用できるという部分的な禁色が聴

るされる立場があったと考える．しかし，赤色や

青色でなければ二陪織物や紋様のある綾が聴るさ

れていたということは考えられず，このような織

物は生地の色に関係なく禁色である． 

〈綾聴るされぬ年配女房〉の唐衣にわざわざ「無

紋」の語が付くことから，〈色聴るされたる女房〉

が着用する禁色の織物の青色と区別されることが

分かる．従って，〈綾聴るされぬ年配女房〉が青色

の唐衣を着用するための条件は，生地に紋様を施

していないことだと考えられ，「無紋」は斜文組織

といえる．〈綾聴るされぬ年配女房〉と区別された

〈綾聴るされぬ若き女房〉も，斜文組織の唐衣を

着用していると思われる．  

 〈綾聴るされぬ年配女房〉は，唐衣の表地に青

色の斜文組織を用い，その袘に紋様のある綾の裂

(中陪)を三枚挟んで，裏地にも中陪と同じような

生地を使っていると考えられる．また，袿は中陪

一枚の三重のものと，中陪三枚の五重のものを重

ねて着用していると考えるべきである．どの衣装

も，菊の重ねで統一していると考えられる． 
『日記』を含めた文学作品や古記録等に〈無紋

の青色の唐衣〉は多く見られるものの，〈無紋の赤

色の唐衣〉の用例はない．赤色の唐衣は，生地の

地質に関わらず禁色で，青色だけが儀式等で小上

臈女房にも着用されたことが窺える． 
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